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サークル
から

サークル
から

公
民
館
へ
の
思
い

公
運
審
委
員　

西
原
み
ど
り

　

公
共
施
設
の
適
正
配
置
が
検
討

さ
れ
て
い
る
中
、
ひ
ば
り
が
丘
公

民
館
か
ら
分
館
長
を
引
き
上
げ
、

来
年
度
は
分
館
長
不
在
と
な
る
と

い
う
説
明
が
、
昨
秋
ひ
ば
り
が
丘

公
民
館
臨
時
利
用
者
懇
談
会
で
行

わ
れ
た
。
こ
れ
が
ど
ん
な
意
味
を

持
つ
の
か
を
含
め
、
審
議
会
委
員

は
公
民
館
に
長
く
関
わ
っ
て
き
た

方
々
に
お
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

私
は
た
い
へ
ん
感
銘
を
受
け
た
。

　

戦
後
の
公
民
館
設
営
の
文
部
省

通
達
を
受
け
て
ほ
ど
な
く
、
旧
田

無
市
、
保
谷
市
両
市
と
も
公
民
館

が
設
置
さ
れ
、
公
運
審
も
都
内
で

比
較
的
早
く
設
け
ら
れ
た
と
い
う
。

そ
の
後
都
営
住
宅
の
建
て
替
え
の
時

に
は
検
討
委
員
会
が
作
ら
れ
、
都
営

住
宅
の
中
に
図
書
館
、
公
民
館
を
配

置
す
る
形
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

当
初
か
ら
、
学
び
を
求
め
る
女
性
、

特
に
子
育
て
中
の
母
親
の
集
う
場
所

と
し
て
の
役
割
は
大
き
く
、
今
も
充

実
し
た
保
育
付
講
座
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。

　

今
回
は
公
民
館
で
市
民
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
奥
津
さ
ん
、
永
田
さ

ん
か
ら
当
時
の
人
々
の
思
い
、
熱
意

を
伺
う
こ
と
が
で
き
、『
公
民
館
だ

よ
り
』
で
紹
介
さ
れ
る
数
々
の
事
業
、

講
座
の
ル
ー
ツ
が
こ
こ
に
あ
る
の
だ

と
知
る
こ
と
が
で
き
た
。「
公
民
館

は
こ
こ
に
必
要
だ
か
ら
と
思
い
住
民

が
建
て
た
も
の
。
主
権
者
は
住
民
で

す
。
地
域
の
中
で
独
立
し
た
館
長
が

ひ
と
館
責
任
を
持
つ
の
が
理
想
で

す
」
と
お
二
人
は
語
ら
れ
た
が
、

こ
れ
は
住
民
の
率
直
な
思
い
で
は

な
い
か
。

　

実
は
以
上
の
内
容
は
「
公
運
審

報
告
」
と
し
て
伝
え
る
事
項
だ
と

思
う
。
昭
島
市
、
福
生
市
の
よ
う

に
こ
の
『
公
民
館
だ
よ
り
』
の
中

で
「
公
運
審
報
告
」
も
併
設
で
き

る
と
よ
い
と
思
う
。
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

３
月
25
日
㈬
18
時
半
〜

　

田
無
公
民
館

　

事
業
計
画
・
報
告
に
つ
い
て

　

柳
沢
公
民
館

　

☎
042
・
464
・
８
２
１
１

希
望
す
る
方
は
傍
聴
で
き
ま
す

時場内連 公
民
館
運
営
審
議
会

編
集
後
記

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
。
思
う

よ
う
に
復
興
が
進
ま
な
い
な
か
、
被

災
者
の
方
々
は
地
域
の
方
達
と
交
流

を
広
げ
そ
れ
ぞ
れ
に
生
活
の
基
盤
を

築
い
て
お
ら
れ
ま
す
。　
（
Ｍ･

Ｔ
）

　

東
海
さ
ん
、
後
藤
さ
ん
の
言
葉
は

母
親
の
実
家
が
東
北
に
あ
る
私
に

と
っ
て
、
親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

縁
あ
る
町
を
こ
れ
か
ら
も
想
い
続
け

て
生
き
て
ゆ
き
た
い
で
す
。（
Ｙ
・
Ｓ
）

場 場場 講講 連連 時 時時

明治２（1869）年のこの日、
フランス人神父が、中国・四
川省で白と黒の毛皮を見たこ
とがはじまりです。

作画：葛
く ず う

生泰子

３月 11日　パンダ発見の日

記
念
日
に
ち
な
ん
だ
ま
ち
が
い
さ
が
し
絵
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
ち
が
い
は
５
つ
。
解
答
は
２
面
下
に
。

＊
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

会
員
募
集

催
し
物
案
内

　
「
公
民
館
市
民
企
画
事
業
」
は
、

市
内
の
自
主
グ
ル
ー
プ
が
企
画
、
運

営
す
る
事
業
を
一
定
の
審
査
の
上
、

公
民
館
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。
講
師
料
の
支
払
い
は
公
民
館

が
行
い
ま
す
。

■
事
業
の
目
的
・
条
件

　

自
主
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
の
活
動
で

培
っ
た
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し

た
事
業
を
公
民
館
事
業
と
し
て
行
う

こ
と
で
、
市
民
に
さ
ま
ざ
ま
な
学
習

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

初
め
て
参
加
す
る
市
民
に
向
け
て
事

業
を
組
み
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
、

日
頃
の
活
動
で
お
願
い
し
て
い
る
講

師
と
は
別
の
方
に
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
実
施
上
の
条
件
も
あ
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
の
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の

一
助
と
な
る
事
業
を
あ
な
た
の
グ

ル
ー
プ
で
も
企
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

平
成
27　
年
度

　

第
１
期
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
公
民
館
市
民
企
画
事

業
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
１
年

度
を
４
期
に
分
け
、
実
施
期
間
ご
と

に
申
請
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
の
利
用
を
考
え
て
い
る
グ

ル
ー
プ
は
、
申
請
前
に
い
ず
れ
か
の

説
明
会
に
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
グ
ル
ー
プ
は

　

初
め
て
当
事
業
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
特
に
歓
迎

し
ま
す
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
企
画

の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。
わ
か

ら
な
い
こ
と
は
、
公
民
館
に
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
第
１
期
説
明
会
等
の
日
程
】

　

平
成
26   
年
度

　
　

後
期
報
告
会
の
お
知
ら
せ

　

公
民
館
市
民
企
画
事
業
の
平
成

26
年
度
後
期
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。
公
民
館
市
民
企
画
事
業
と
し
て

第
４
期
（
１
月
５
日
〜
３
月
14
日
）

に
実
施
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
、
各

グ
ル
ー
プ
よ
り
、
事
業
実
施
後
の
感

想
や
反
省
点
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度
市
民
企
画
事
業
の
実
施

を
考
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ
等
の
事
業

企
画
等
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

３
月
15
日
㈰
10
時
〜

　

柳
沢
公
民
館

素
敵
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
ろ
う

西
東
京
け
や
き
の
会

　

世
界
中
で
踊
ら
れ
て
い
る
民
族
伝

統
の
踊
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
と

ま
ど
い
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
輪
に

な
っ
て
、
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
６
日
㈮
13
時
半
〜
15
時
半

　

谷
戸
公
民
館

　

矢
野
政
美（
フ
ォ
ー
ク
同
好
会
会
長
）

　

岩
崎
☎
042
・
422
・
８
７
８
５

な
ぜ
い
ま
原
発
再
稼
働
な
の
か
?!

　

原
発
事
故
・
放
射
能
汚
染
を
知
る

放
射
能
測
定
を
考
え
る
会
・
西
東
京

　

再
稼
働
に
向
け
た
安
全
審
査
で
、

事
故
は
食
い
止
め
ら
れ
る
の
か
?!
福

島
原
発
事
故
の
本
質
を
原
子
力
発
電

の
技
術
に
通
じ
た
専
門
家
に
学
ぶ
。

　

３
月
７
日
㈯
14
時
〜
16
時
半
（
開

場
13
時
半
）

　

田
無
公
民
館

　

井
野
博
満
（
工
学
博
士
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
）

　

300
円
（
資
料
代
）

　

事
務
局
☎
070
・
５
０
７
３
・
４
３
５
６

※
子
ど
も
同
伴
可
。
遊
び
場
ス
ペ
ー

ス
利
用
希
望
は
事
前
に
要
連
絡

写
真
展
へ
の
お
誘
い

多
摩
写
友
会

　

会
員
に
よ
る
春
季
写
真
展
で
す
。

風
景
、
ス
ナ
ッ
プ
な
ど
多
彩
な
作
品

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
15
日
㈰
〜
21
日
㈯
・
㈷
／
９

時
〜
17
時
（
初
日
は
12
時
か
ら
）

／
き
ら
っ
と
／
土
田
☎
042
・
465
・

４
６
２
８

け
ん
玉
ス
ポ
ー
ツ
研
究
会

老
若
男
女
、
誰
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
今
回
は
20
人
募
集
し
ま
す
。

月
１
回
日
曜
日
／
13
時
〜
15
時
／

田
無
公
民
館
ほ
か
／
二
宮
☎
080
・

３
０
０
３
・
８
９
８
０

弥や
よ
い生

会

書
道
（
漢
字
・
仮
名
）、
ペ
ン
習
字

を
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

第
１
・
３
木
曜
日
／
13
時
半
〜
15
時

半
／
田
無
公
民
館
／
入
会
金
２
千

円
・
月
額
２
千
円
／
吉
塚
☎
042
・

465
・
１
７
５
２

カ
ラ
オ
ケ
お
し
ん

好
き
な
歌
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
月
１

回
歌
唱
指
導
あ
り
。
60
歳
以
上
。

第
１
・
４
金
曜
日
、
第
２
火
曜
日

／
９
時
〜
12
時
／
新
町
福
祉
会

館
／
月
額
500
円
／
柳
田
☎
080
・

６
５
０
５
・
９
８
２
１

十じ
ゅ
う
さ
ん
つ
き
か
い

三
月
会
（
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
）

一
緒
に
身
の
ま
わ
り
の
静
物
や
風
景

を
絵
に
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

月
２
回
月
曜
日
／
９
時
半
〜
12
時
／

谷
戸
公
民
館
／
月
額
３
千
円
／
清
水

☎
042
・
478
・
６
０
８
３

西
東
京
市
太
極
拳
協
会

日
曜
日
の
朝
は
太
極
拳
で
楽
し
く
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。
初
心
者
大
歓
迎
。

月
４
回
日
曜
日
／
９
時
〜
12
時
（
前

半
初
級
・
中
級
、
後
半
上
級
）
／
武

道
場
／
入
会
金
千
円
・
月
額
２
千
500

円
／
原
☎
042
・
423
・
５
７
０
５

コ
ン
ベ
ッ
ク
（
男
の
料
理
教
室
）

料
理
を
作
る
楽
し
さ
を
男
性
た
ち
も

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
３
土
曜
日
／
13
時
半
〜
15
時
／

消
費
者
セ
ン
タ
ー
／
入
会
金
千

円
・
月
額
500
円
／
大
沢
☎
042
・
466
・

３
７
３
７

ほ
の
ぼ
の
気
功
会

体
の
免
疫
力
が
高
ま
り
、
体
力
も
つ

い
て
き
ま
す
。

月
４
回
金
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／

谷
戸
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月

額
３
千
円
／
塩し

お
た
に谷

☎
042
・
468
・

０
１
３
７

エ
ビ
ス
絵
画
（
水
彩
と
色
鉛
筆
）

身
近
な
静
物
・
風
景
・
人
物
な
ど
を

描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎
。

第
２
・
４
水
曜
日
／
13
時
〜
15
時
／

谷
戸
公
民
館
／
入
会
金
３
千
円
・

月
額
３
千
円
／
横
田
☎
042
・
423
・

１
８
７
１
（
17
時
以
降
）

木
目
込
人
形
や
よ
い
会

五
月
人
形
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
で
も
で
き
ま
す
。

月
２
回
木
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／
保

谷
駅
前
公
民
館
／
月
額
２
千
円
／
木き

内う
ち

☎
090
・
５
３
３
４
・
３
６
５
８

ふ
れ
あ
い
歌
謡
サ
ー
ク
ル

ピ
ア
ノ
で
基
礎
か
ら
楽
し
く
歌
い
ま

し
ょ
う
。
男
性
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

第
１
・
３
火
曜
日
／
13
時
〜
18
時

／
柳
沢
公
民
館
／
入
会
金
千
円
／

月
額
３
千
円
／
今
村
☎
042
・
458
・

６
１
７
０

平
成
寺
子
屋

江
戸
か
な
の
手
習
い
を
通
じ
て
日
本

の
心
と
古
典
を
楽
し
く
学
ぶ
同
好
会
。

第
２
土
曜
日
／
14
時
〜
16
時
／
田
無

公
民
館
ほ
か
／
入
会
金
千
円
・
月
額

千
円
／
樋ひ

の
う
え上

☎
042
・
453
・
０
４
８
２

紀
風
会
（
詩
吟
・
吟
道
館
流
）

漢
詩
、
和
歌
、
近
代
詩
を
幅
広
く
吟

じ
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。

第
１
・
３
・
４
金
曜
日
、
第
２
土
曜
日

／
10
時
〜
12
時
／
ひ
ば
り
が
丘
公
民

館
ほ
か
／
月
額
２
千
円
／
片
岡
☎

042
・
465
・
６
８
６
７

青
空
の
会
（
水
彩
画
な
ど
）

静
物
、
風
景
、
人
物
な
ど
、
自
由
課

題
で
描
き
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。

第
２
・
４
水
曜
日
／
10
時
〜
12
時

／
田
無
公
民
館
／
入
会
金
３
千

円
・
月
額
３
千
円
／
後
藤
☎
080
・

３
５
１
３
・
０
７
１
０

説明会
①３月９日㈪ 19時～
　田無公民館
②３月１0日㈫ 10時～
　柳沢公民館

申請期間 ３月 13日㈮～３月 20日㈮

調整会 ３月 25日㈬ 19時～
田無公民館

企画懇談会 ５月９日㈯ 10時～ 12時
柳沢公民館

実施期間 ６月１日㈪～７月 31日㈮

￥

※タッチの違いや色の濃淡はまちがいに
含みません




